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O1-1 アルコールの浮腫を来す水チャンネル発現に及ぼす影響
片田竜一 1）、岡﨑俊一郎 2）、水尾圭祐 2）、渡邊　智 2）、松本博志 1）

1）大阪大学大学院医学系研究科法医学教室、2）札幌医科大学医学部法医学講座 

O1-2 In vivo マウス海馬脳灌流液中の代謝関連ホルモンの多項目同時測定法 
高坂友和、吉本寛司、植村武史、池谷　博

京都府立医科大学大学院医学系研究科 法医学 

O1-3 MDMA 誘発報酬効果ならびに弁別刺激効果におけるオレキシン神経系の役割 
鵜澤直生、森　友久、外園真由奈、宇田川雄也、芝崎真裕、鈴木　勉

星薬科大学 薬学部 薬品毒性学教室 

O1-4 ニコチンはパロキセチンと異なる作用プロフィールで、衝動制御障害を改善させる
宮田久嗣 1）、吉田拓真 2）、室田尚哉 2）、澤　幸祐 2）、中山和彦 1）

1）東京慈恵会医科大学 精神医学講座、2）専修大学人間科学部心理学科 

O1-5 エタノール慢性処置によるモルヒネ誘発自発運動促進作用の増強効果に対する β - エ
ンドルフィン神経系の関与 
安藤光史、芝崎真裕、男澤杏美、岡部健司、菊田奨之、東あかね、森　友久、
鈴木　勉

星薬科大学 薬学部 薬品毒性学教室

O1-6 エタノールの小腸吸収に及ぼす腸管運動の影響
磯部英二 1）、谷口由樹 2）、塚本昭次郎 1）、内ヶ崎西作 1）

1）日本大学医学部社会医学系法医学分野、2）日本大学医学部総合医学研究所医
学研究支援部門 

O1-7 ニコチンの身体的依存形成におけるα 7 ニコチン性アセチルコリン受容体を介したオ
ピオイド神経系の関与 
岸岡史郎、木口倫一、小林悠佳、雑賀史浩、上野恵子、和木田直希、山本千鶴子

和歌山県立医科大学医学部 

O1-8 認知行動療法によるアルコール依存症治療が飲酒アウトカムに及ぼす効果
原田隆之 1,2）、山村桂子 3）、大石雅之 3）、大石裕代 3）

 1）目白大学 人間学部、2）東京大学 医学部、3）大石クリニック 

平成 25年10月4日（金）10：00 〜11：30　D会場（301会議室）

座長：水尾　圭祐（札幌医科大学医学部法医学講座）
座長：森　　友久（星薬科大学 薬学部 薬品毒性学教室）

一般演題（口演）1　O1-1 ～ O1-8



Combined Academic Conference in 2013 39

一
般
演
題（
口
演
）

平成 25年10月4日（金）16：30 〜17：40　D会場（301会議室）

座長：川副　泰成（神奈川県立精神医療センターせりがや病院）
座長：橋本　　望（岡山県精神科医療センター）

一般演題（口演）2　O2-1 ～ O2-6

O2-1 自治体立依存症専門病院と精神科病院との間の紹介・逆紹介
-「依存症治療拠点病院」制度の実現に向けて-
川副泰成 1）、青山久美 1,2）、黒澤文貴 1）、小林桜児 1）、加納亮治 1）、辻村理司 1）、
大曽根しのぶ 1）、渡曾繭子 1）、藤井健司 1）

1）神奈川県立精神医療センター せりがや病院、2）横浜市立大学附属病院 

O2-2 被災地におけるアルコール関連問題・嗜癖行動の実態調査
佐久間寛之 1）、松下幸生 1）、木村　充 1）、藤田さかえ 1）、瀧村　剛 1）、尾崎米厚 2）、
樋口　進 1）

1）国立病院機構久里浜医療センター、2）鳥取大学医学部環境予防医学分野 

O2-3 薬物依存症回復支援施設における Recovering staff stress scale 作成の試み
谷部陽子 1,2）、森田展彰 3）、大谷保和 3）、幸田　実４）、阿部幸枝５）、高原恵子６）、
梅野　充７）、斎藤　環 3）

1）筑波大学大学院人間総合科学研究科、2）世田谷総合支所健康づくり課、3）筑
波大学医学医療系社会精神保健学、4）特定非営利活動法人東京ダルク、5）東京
都立多摩総合精神保健福祉センター、6）うらべ医院、7）東京都立松沢病院

O2-4 アルコール依存症に対する暴露反応妨害法の可能性について
三宅俊明、橋本　望、片山太郎

岡山県精神科医療センター 

O2-5 那覇市における特定保健指導対象者への飲酒問題調査とその介入
中井美紀、福田貴博、安里亜由美、上江洲安博、村上　優

独立行政法人 国立病院機構 琉球病院 

O2-6 治療共同体モデルに関する研究 - 米国治療共同体 Amity モデルを中心に - 
引土絵未 1）、岡崎重人 2）、山崎明義 3）、松本俊彦 1）

1）独立行政法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 薬物依存研究部、
2）川崎ダルク、3）NPO 法人東京ダルク八王子 
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平成 25年10月4日（金）17：40 〜18：20　D会場（301会議室）

座長：田中　増郎（高嶺病院、慈圭病院）
座長：堀　　　達 （碧水会長谷川病院 精神科）

一般演題（口演）3　O3-1 ～ O3-3

O3-1 断酒動機付け強化に断酒補助剤を用いた外来アルコール依存症例
堀　達

碧水会長谷川病院 精神科 

O3-2 アルコール多飲者における術後 NSAIDs の使用は手術 3 週間後の認知機能障害を軽
減させる 
工藤　明

弘前市立病院 

O3-3 多施設研究によるアルコール依存症の背景の調査
田中増郎 1）,2）、白坂知彦 3）、長　徹二 4）、福田貴博 5）、玉代勢なな 6）、野田龍也 7）、
中野和歌子 8）

1）高嶺病院、2）慈圭病院、3）江別市立病院 精神科、4）三重県立こころの医療
センター、5）琉球病院、6）慈友クリニック、7）浜松医科大学 健康社会医学講座、
8）産業医科大学 精神医学教室 
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平成 25年10月5日（土）9：00 〜10：10　D会場（301会議室）

座長：川田　良作（京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座（精神医学））
座長：松下　幸生（NHO 久里浜医療センター）

一般演題（口演）4　O4-1 ～ O4-6

O4-1 東京都 23 区における入浴中突然死と血中アルコール及び薬物濃度 
柴田幹良、加藤幸久、前田雅子、谷藤隆信、阿部伸幸、鈴木秀人、引地和歌子、
福永龍繁

 東京都監察医務院 

O4-2 血中よりカフェインの検出を認めた行政解剖例の事例調査
鈴木秀人、谷藤隆信、阿部伸幸、柴田幹良、福永龍繁

 東京都監察医務院 

O4-3 ALDH2 遺伝子型が血中酢酸濃度に及ぼす影響と酔いの感覚について 
原　幸子 1）、松下幸生 1）、今関ひろみ 1）、樋口祐子 1）、横山　顕 1）、椎谷幸恵 2）、
大嶋俊二 2）、福田和郎 2）、樋口　進 1）

1）NHO 久里浜医療センター、2）アサヒグループホールディングス（株）イノベー
ション研究部 

O4-4 病的賭博患者の報酬予測時における島皮質の脳活動と罹病期間及び中断期間との関
係について
鶴身孝介、川田良作、横山如人、村井俊哉、高橋英彦

京都大学大学院医学研究科脳病態生理学講座（精神医学） 

O4-5 インターネット嗜癖患者の合併精神障害の有病率
三原聡子、前園真毅、橋本琢磨、越野仁美、中山秀樹、北村大史、樋口進

独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター 

O4-6 アロマテラピーの精神的・身体的愁訴への効果
岩原千絵、後藤　恵

医療法人社団翠会 成増厚生病院 



平成 25年度アルコール・薬物依存関連学会合同学術総会42

一
般
演
題（
口
演
）

平成 25年10月5日（土）10：10 〜11：10　D会場（301会議室）

座長：青山　久美（横浜市立大学附属病院 児童精神科）
座長：小林　桜児（神奈川県立精神医療センターせりがや病院）

一般演題（口演）5　O5-1 ～ O5-5

O5-1 覚せい剤事犯の多数回服役者の回復にみる社会の受け皿に必要なこと
～「刑の一部執行猶予」の実践に向けて～
成瀬暢也

埼玉県立精神医療センター 

O5-2 薬物事犯の刑務所出所者に対する啓発・援助活動
小泉典章、上島真理子

長野県精神保健福祉センター 

O5-3 依存症の回復途上の恋愛は危険である。依存症者同士の恋愛はなおさら危険である。
成瀬暢也

埼玉県立精神医療センター 

O5-4 アディクションと子ども虐待の重複する事例への対応に関する研究
森田展彰 1）、田中裕子 2）、玉井紀子 2）、新井清美 2,5）、谷部陽子 2）、梅野　充 4）、
和田一郎 3）

1）筑波大学医学医療系、2）筑波大学人間総合科学研究科、3）社会福祉法人恩賜
財団母子愛育会 日本子ども 家庭総合研究所、4）東京都立松沢病院、5）首都大学
東京健康福祉学部看護学科 

O5-5 依存症患者の「生きづらさ」についてー専門病院初診患者における生育歴の検討
小林桜児 1）、辻村理司 1）、加納亮治 1）、黒澤文貴 1）、青山久美 2）、川副泰成 1）

1）神奈川県立精神医療センターせりがや病院、2）横浜市立大学附属病院 児童精
神科 
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平成 25年10月5日（土）14：20 〜15：50　B 会場（コンベンションホール東）

座長：成瀬　暢也 （埼玉県立精神医療センター）
座長：和田　　清（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部）

一般演題（口演）6　O6-1 ～ O6-7

O6-1 薬物依存症外来からみた脱法ドラッグ患者の臨床的特徴と問題点
成瀬暢也 

埼玉県立精神医療センター 

O6-2 いわゆる脱法ドラッグ使用により誘発性精神病性障害を呈した症状の概要
と尿中・毛髪中の脱法新薬の追及
小沼杏坪 1）、奈女良昭 2）

1）医療法人せのがわ　ＫＯＮＵＭＡ記念広島薬物依存研究所、2）広島大学大学
院医歯薬保健研究院 法医学 

O6-3 脱法ドラッグ使用による主観的症状と形状との関係 - クラブユーザー調査より - 
嶋根卓也 1）、和田　清 1）、日高庸晴 2）、舩田正彦 1）

1）国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬物依存研究部、2）宝塚大
学看護学部 

O6-4 脱法ハーブにより入院に至った 14 症例の臨床的特徴について 
橋本　望 1,2）池上陽子 1）、三宅明俊 1）、中村真之 3）、中野温子 3）

1）岡山県精神科医療センター、2）日本若手精神科医師の会（JYPO）、3）医療法
人十全会 十全第二病院 

O6-5 依存症専門医療機関に入院した脱法ドラッグ依存症患者の臨床像
加納亮治 1）、小林桜児 1）、黒澤文貴 1）、辻村理司 1）、青山久美 1,2）、川副泰成 1）

1）神奈川県立精神医療センターせりがや病院、2）横浜市立大学附属病院 

O6-6 依存症専門病院入院患者における依存薬物の変化と臨床的特徴
～覚せい剤、脱法ドラッグ、処方薬を中心に～
青山久美 1,2）、早坂　透 2）、井上恭子 2）、大曽根しのぶ 2）、高橋友加子 2）、堀内恵美子 2）、
澁谷由季子 2）、黒澤文貴 2）、川副泰成 2）

1）横浜市立大学附属病院児童精神科、2）神奈川県立精神医療センターせりがや
病院 

O6-7 脱法ハーブによる幻覚妄想状態を呈した 2 症例 : 統合失調症との鑑別を中心に
中野温子、橋本　望

 岡山県精神科医療センター 
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平成 25年10月5日（土）14：20 〜15：30　D会場（301会議室）

座長：長　　徹二（三重県立こころの医療センター、公立大学法人奈良県立医科大学精神医学教室）
座長：近藤あゆみ （新潟医療福祉大学）

一般演題（口演）7　O7-1 ～ O7-6

O7-1 精神保健福祉センターにおける薬物依存症再発予防プログラム 「TAMARPP」の有効
性評価 
近藤あゆみ

新潟医療福祉大学 

O7-2 薬物依存症者をもつ家族に対する心理教育プログラムの開発
近藤あゆみ

新潟医療福祉大学 

O7-3 総合病院で治療中の問題飲酒者への早期介入 第二報
 -HAPPY プログラムを用いた 1カ月後の効果 - 
安里明友美 1）、上江洲安博 1）、遊佐　勝 1）、古川房予 1）、中井美紀 2）、福田貴博 2）

1）独立行政法人国立病院機構 琉球病院 看護部、2）独立行政法人国立病院機構 
琉球病院 医局 

O7-4 併存性障害に対するプログラムの効果検証
‐ 併存する内因性精神疾患への病識と服薬アドヒアランスについて ‐ 
小川浩史 1,2）、池田朋広 1,2）、大野泰正 1,2）、梅澤かおり 1,2）、石坂理江 2）、高木のり子 2）、
根本ありす 2）、齋藤　勲 2,3）、稲本淳子 1,2）

1）昭和大学医学部精神医学講座、2）昭和大学附属烏山病院、3）昭和大学薬学部
病院薬剤学講座 

O7-5 総合病院で治療中の問題飲酒者への早期介入 第一報
- 総合病院と連携したアルコール相談室の取り組み -
上江洲安博 1）、安里明友美 1）、遊佐　勝 1）、古川房予 1）、中井美紀 2）、福田貴博 2）

1）独立行政法人国立病院機構 琉球病院 看護部、2）独立行政法人国立病院機構 
琉球病院 医局 

O7-6 アルコール依存症の外来受診継続と補助ツールの開発
長　徹二 1,2）、釜田善和 2,3）、小畑精一郎 1）、久納一輝 1）、江上剛史 1）、坂　保寛 1）、
原田雅典 1）、岸本年史 2）

1）三重県立こころの医療センター、2）公立大学法人奈良県立医科大学精神医学
教室、3）東大阪市立総合病院 
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平成 25年10月5日（土）15：30 〜16：40　D会場（301会議室）

座長：林　　伸彦（金沢医科大学 肝胆膵内科）
座長：山科　俊平（順天堂大学 医学部 消化器内科）

一般演題（口演）8　O8-1 ～ O8-6

O8-1 部分的肝臓切除ラットにおけるアルコール排泄の遅延とアルコール性肝障害
劉　旭、劉　金耀、高瀬　泉、白鳥彩子、藤宮龍也

山口大学大学院医学系研究科 法医・生体侵襲解析医学分野 

O8-2 高血圧自然発症ラットのアルコール性肝線維形成における交感神経活性異常
と肝星細胞の関連性の検討
白鳥彩子、劉　金耀、劉　旭、藤宮龍也

山口大学大学院医学系研究科 法医・生体侵襲解析医学分野 

O8-3 肝星細胞のオステオポンチンの発現とアルコール性肝障害の発生機序の関連性
松江泰弘、林　伸彦、齊藤　隆、福村　敦、湊　貴浩、角田真弘、尾崎一晶、土島　睦、
堤　幹宏

金沢医科大学 肝胆膵内科 

O8-4 アルコールは発癌を促進するか
青木智子 1,2）、飯島尋子 1,2）、斉藤正紀 1）、榎本平之 1）、岩田恵典 1）、田中教弘 1）、
池田直人 1）、會澤信弘 1）、西口修平 1）

1）兵庫医科大学 内科 肝胆膵科、 2）兵庫医科大学 超音波センター 

O8-5 アルコール性肝障害における肥満・生活習慣病と肝発癌の関連 
谷合麻紀子、千嶋さやか、児玉和久、小木曽智美、鳥居信之、徳重克年、橋本悦子

東京女子医科大学 消化器内科 

O8-6 喫煙によるオートファジー抑制と肝細胞障害
山科俊平、今　一義、池嶋健一、佐藤信紘、渡辺純夫

順天堂大学 医学部 消化器内科 
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）


